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　地すべり現象とは、斜面の一部が地下水等に起因してすべる現象、またはこ
れに伴って移動する現象です。
　今回の地すべりは、令和2年度冬の大雪が溶け、その後、4月中旬にまとまった
雨が降り、さらに、5月1日に発生した地震の影響で変状が発生したものと推
測されます。

地すべり現象について

上部では約2mの段差が発生

R3.6撮影

地すべり現象により約120万㎥の土塊が錦秋湖方面へ移動

道路では約30cmの段差が発生

R3.6撮影
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道路の沈下と擁壁の変状が発生
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応急工事（押え盛土、迂回路）

R5.4撮影

押え盛土押え盛土

仮橋仮橋錦秋湖（湯田ダム）

　大規模地すべりへの応急工事として、令和３年度に岩手県、
令和４年度に国土交通省が押え盛土を実施し、地すべりの動き
は沈静化しました。
　また、通行確保のための応急工事として、錦秋湖（湯田ダム）を
横断する仮橋等の迂回路を令和４年11月30日に供用させ、
令和３年５月から１年７か月続いた全面通行止を解除しました。

一般国道107号大石地区の主な動き

 5. 1 県内で震度５弱の地震が発生 
   20:30 ～全面通行止め
 5. 2 道の駅錦秋湖 臨時休業
 5. 4 秋田自動車道（北上西～湯田IC）
   の無料化開始
 9. 17 応急工事（盛土）に着手
12. 16 応急工事（仮橋製作）に着手
 2. 1～2　災害査定
 2. 24 事業採択が決定
 3. 5 応急工事（仮橋架設）に着手 
 3. 31 応急工事（盛土）完了

令和３年度
 4. 28 橋梁下部工完了
 7. 19 トンネル掘削に
   着手
8.23 トンネル工事の
   安全祈願祭
11. 30 橋梁上部工事に
   着手

令和5年度
 4. 18 トンネル非常用設備工事、
   トンネル照明設備工事に着手
 10. 1 トンネル掘削が
   1,389.6m(96%)完了
 11. 15 西和賀側の道路改良
   舗装工事に着手
 3. 3 橋梁上部架設を開始
 3. 31 トンネル北上側坑口付近で
   通行車両を仮設構台に切替

令和6年度
4.1 トンネル北上側
   坑口のシェッド
   撤去を開始
7.8 トンネル貫通式

令和7年度令和4年度
 4. 28 橋梁下部工事に着手
 10. 18 トンネル工事に着手
11. 30 応急工事（仮橋架設）完了
   全面通行止めを解除、
   秋田自動車道の無料化
   終了、
   道の駅錦秋湖 営業再開

迂回路
約1.7km

地すべり災害箇所
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仮橋 約470m

トンネル坑口
西和賀側

トンネル坑口
北上側

錦秋湖
（湯田ダム）天ケ瀬橋 押え盛土

新大石橋
約70m

函渠工
約30m

大石トンネル 約1,420m

本復旧ルート 約1.8km
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一般国道107号大石地区
道路災害復旧事業
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↑至 雫石町

至 北上市内→

西和賀町 北上市

錦秋湖
(湯田ダム) 湯田ダム

道の駅 錦秋湖
R3.5.2～　臨時休業
R4.11.30～営業再開

←至 秋田県横手市内

錦秋湖SA
秋田自動車道北上西IC～湯田IC
R3.5.4～　無料化開始
R4.11.30～無料化終了
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R3.5.1～　  通行止め
R4.11.30～ 通行止め解除

北上西IC
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本復旧ルート　約1.8km
 (供用目標：令和7年冬前)

E46

錦秋湖（湯田ダム）

百間平
シェッド

ひゃっけんびら

大石橋

天
ケ
瀬
橋

非常用設備
1式

非常用設備
1式

トンネル
掘削方向

県道活用区間
約840ｍ

【応急】土工部
約360ｍ
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施工イメージ図①②
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迂回路 約1.7km
R4.11.30供用

200m

総事業費　　約130億円
事業期間　　令和８年度まで
【本復旧工事】
　整備延長 約1.8km
　　大石トンネル 約1,420m
　　函渠工 約30m
　　新大石橋 約70m
　　土工部 約270m
【応急工事】
　押え盛土工 約14万㎥
　仮設道路 約0.8km
　　仮橋工 約470m
　　土工部 約360m
本復旧工事の道路規格
　種級区分 第３種第３級
　設計速度 60km/h
　道路幅員
　　一般部・橋梁部 9.5m
　　トンネル部 7.5m
　最小曲線半径 390m

←至 秋田県横手市内
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一般国道107号大石地区道路災害復旧事業の概要

地すべり
災害箇所

本復旧工事（トンネル等） 供用目標：令和7年冬前

迂回路（仮設構台）+仮設ネットの施工

施工イメージ図①
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トンネル施工
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施工中は通行を
仮設構台に切替

①シェッド撤去②トンネル･函渠工構築

秋田自動車道

　岩手県が管理する一般国道107号の西和賀町大石地区において、令和３年５月１日に発生した地震後、のり面に
崩壊の兆候が確認されたことから同日に全面通行止めとしました。調査の結果、約120万㎥の土塊が移動する大規模
地すべりが確認されたため、応急工事（盛土）を令和３年度に岩手県、令和４年度に国土交通省が実施し、地すべり
の動きは沈静化しました。
　また、通行確保のための応急工事として、錦秋湖（湯田ダム）を横断する仮橋等の迂回路を令和４年11月30日に
供用させ、１年７か月続いた全面通行止めを解除しました。
　本復旧工事として一般国道107号現道の北側でトンネル等の整備を進める約1.8kmのバイパスは、令和７年
冬前までの供用を予定しています。バイパス供用後、令和８年度に仮橋を撤去し事業完了とする予定です。

標準断面図
［単位：mm］

大石トンネル（約1,420m）

750 7506,000

新大石橋（約70m） 鋼単純箱桁橋
※土工部の幅員と同じ

［単位：mm］
1,750 1,7506,000

北上側（起点側）の状況
　令和７年４月から、既設の百間平シェッドを撤去後、トンネルを約30m掘削し令和７年７月８日にトンネル
が貫通しました。今後、トンネルと既設のシェッドの間に約30mの函渠を設置します。
　なお、函渠の施工時は、仮設構台側からの作業が必要となるため、夜間の通行止めを行う予定です。

現在の施工状況施工着手前の状況
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R3.11撮影

写真③

　トンネルの掘削は令和５年７月に西和賀側から進め、令和６年10月に約1,390mの掘削が完了し、残延長
約30mは北上側（終点側）から掘削しました。
　橋梁架設工事は令和７年３月から着手し、道路改良工事は同年４月から着手しています。

西和賀側（終点側）の状況

施工着手前の状況
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現在の施工状況
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